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皮 膚 科領 域 に おけ るNafcillinの 検 討

谷奥喜平 ・ 荒田次郎 ・ 徳丸伸之 ・ 小玉 肇

岡山大学医学部皮膚科(主 任:谷 奥喜平教授)

新 合 成 ペ ニ シ リン で あ るSodium6- (2-ethoxy-1-

naphthamido) penicillanate (Nafcillin)に っ き 試 験 管

内 抗 菌 力,血 中濃 度,臨 床 成 績 に つ い て検 討 した の で 以

下 に 報 告 す る。

1 試 験 管 内抗 菌 力

当科 外 来 の 膿 皮 症(主 と して 深 在 性)か ら採 取 した コ

ア グ ラーゼ 陽 性 ブ菌36株 に 対 す る本 剤 の抗 菌 力 を 平 板 稀

釈 法 で 検 索 した。 培 地 は ハ ー ト ・イ ン フ ュー ジ ョン寒 天

(ニ ッサ ン)を 用 い,菌 は ブ レ イ ン ・ハ ー ト ・イ ン フ ュ

ー ジ ョン Difco に20時 間培 養 し た も の1白 金 耳 を 劃線

塗 抹 し,24時 間 後 に 判定 し た。 同 じ 方 法 にて 同 時 に

Benzyl-penicillin (PC-G),3-o-chlorophenyl- 5- methyl-

4-isoxazolyl-penicillin (MCI-PC)の 抗 菌 力を 調 べ た。

これ らの 最 小 発 育 阻 止濃 度(MIC)の 分 布 を 一 括 して 表

1に 掲 げ る。NafCillinは 全 株 と もMICが0.8mcg/ ml

で あ つ た。

この 表1よ り判 断 す る とNafcillinの 抗 菌 力 はMCI -

PCと ほ ぼ 同 じか 若 干 劣 り,PC-Gと の 比 較 で は36株 中

3株 に つ きPC-Gの 方 がNafcillinよ りもMICが 低 い

が,他 の33株 につ い て はPC- GのMICがNafcillin の

MICと 同 じか或 い は よ り 高 い値 を 示 し, Nafcillinが

PC-Gよ りも大 多 数 の株 につ き抗 菌 力が 優 れ て い る。

II 血 中 濃 度

健 康 成 人3名 に本 剤500mgを 早朝 空 腹 時 に 内 服 させ,

その 後 の血 中濃 度 の 推 移 を 重 層法 に よつ て 測 定 した。 試

験 菌 はStaph. aureus FDA209P株 を 用 いた 。 尚standard

はpH7.0,0.1M phosphate bufferと 人血 清 を1対1

の 割 合 に 混ぜ て 稀 釈 した 。結 果 は表2お よ び 図1に 掲 げ

る。 平 均値 をみ る と ピー クに達 す る の は1時 間 目で, 30

分 目0.66mcg/ml,1時 間 目1.2mcg/ml,2時 間 目0.97

mcg/ml,3時 間 目0.31mcg/ml,5時 間 目0.19mcg/ ml

で あ る。

図1. Nafcillin血 中 濃度(500mg内 服)

健 康 成 人3名 平 均

表2 Nafciliin血 中濃 度(500mg内 服)健 康成人

表1 NafCillin, PC-Gお よ びMCI-PCのMICの 分 布
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III臨 床 成 績

〓 ・ リンパ 腺 炎1例,〓2例, 癰1例,〓 腫 症3例,

尋常性毛瘡1例,尋 常性座瘡2例,感 染性粉瘤1例,2

次感染1例 の計12例 に使用 した(表3)。

判定 は4日 目を境 とし,著 効(〓),有 効(+),更

に無 効(－)と した。12例 の うち著効5例,有 効5例,

無効2例 であつた。

IV ま と め

1) 黄色 ブ ドウ球菌に対するNafcillinの 試験 管内抗

菌 力はMCI-PCと ほぼ同じかやや劣 り,PC-Gよ りは

大 多数 において優れてお り,36株 ともMICが0.8mcg/ ml

で あつた。

2) 健康成人3名 の平均血中濃度 では1時 間 目に ピー

クを示 し,そ の値は1.2mcg/mlで あつた。

3) 臨床成績は12例 中著効 と有効合わせて10例 であつ

た。

USE OF NAFCILLIN IN DERMATOLOGY
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Nafcillin was studied experimentally and clinically. The following data were obtained. 

1) In vitro antibiotic activity: 
The sensitivity to Nafcillin of 36 strains of coagulase positive Staph. aureus obtained from pyodermas (chiefly 

deeper) was studied with plate diultion method. MIC was 0. 8 mcg/ml against all of 36 strains. MIC of
MCI-PC showed the same MIC of Nafcillin, but MIC of PC-G did worse value than that of Nafcillin. 

2) The serum levels were followed after internal use of 500 mg of Nafcillin in 3 persons. The mean 
values at 30 minutes, 1, 2, 3 and 5 hours were 0. 66, 1. 2, 0. 97, 0. 31 and 0. 19 mcg/ml. 

3) Clinical evaluation: 
Nafcillin was used in 12 cases of skin infection. Of these, 10 cases showed beneficial results.

表3 Nafcillinの 臨 床 成績


